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＜事後評価＞



◆計画の概要

○行政・県民・事業者等が、県営都市公園が担う役割とめざすべき

基本的な方向性を共有し、だれもが自由に利用できる多様性に

配慮したにぎわいと活力あふれる県営都市公園となることをめざす。

○民間事業者等がもつノウハウや資金、迅速性・柔軟性といった強みを

活かした公園整備・管理をめざす。

びわこ文化公園、びわこ地球市民の森、の公園利用者数の増加
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5. 事業数

7. 計画の成果目標（定量的指標）

滋賀県3. 事業主体

令和３年度～令和７年度（５年間）4. 事業期間

6. 目標

２事業（びわこ文化公園、びわこ地球市民の森）

社会資本整備総合交付金1.交付金名
多様な主体の参画と連携による湖国の都市公園づくり2. 計画名

Ｒ２年度４４.７万人 ⇒ Ｒ７年度６７.０万人



◆事業の概要
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①官民連携型賑わい拠点創出事業（びわこ文化公園整備事業）

Park-PFI事業による特定公園施設の整備

②官民連携型賑わい拠点創出事業（びわこ地球市民の森整備事業）

Park-PFI事業による特定公園施設の整備

びわこ文化公園

びわこ地球市民の森
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◆Park-PFIおよび特定公園施設

国土交通省資料より抜粋 4



◆事後評価の審議内容

※２．滋賀県公共事業等計画評価実施要綱第３ー２

(1) 事業の進捗状況※1

(2) 事業効果の発現状況※1

(3) 評価指標の目標値の実現状況※1

(4)主要な事業に関する事項※2

1. 事業を巡る社会経済情勢等の変化
2. 事業採択時の費用対効果分析の要因の変化
3. コスト縮減および代替案立案等の可能性
4. その他必要と考えられる事項
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※１．滋賀県公共事業等計画評価実施要綱第３ー１

全ての事業が完了し、要綱に定める要件に該当する事業がな

いことから、対象外とした。



◆ (１)事業の進捗状況
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事業主体 事業数

計画期間内

（R7年度末まで）に
完了を予定していた

事業数(a)

計画完了時点

（R7年度末まで）に

完了した事業数(b)
※1

進捗率

（b）/（a）

合計 ２事業 ２事業 ２事業 １００％

■ ２事業とも、計画期間内（～R7)の完了を目標に事業を推進。結果、１事業

は昨年度完了、残る１事業は今年度末完了見込み。

※1．R7年度末完了予定事業を含む。



◆ (２)事業効果の発現状況 ①びわこ文化公園

ワーケーションベンチ

大屋根・トイレ ビオガーデン

ベンチ・照明

インクルーシブトイレ
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◆ (２)事業効果の発現状況 ①びわこ文化公園

ワーケーションベンチ大屋根

ビオガーデン

インクルーシブトイレ 8



◆ (２)事業効果の発現状況②びわこ地球市民の森

ふるさとゾーン

出会いのゾーン

ふれあいゾーン

里の森ゾーン

出会いのゾーン

大型遊具

園路・花壇

せせらぎ水路花木（Ｒ８．２実施予定）
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◆ (２)事業効果の発現状況②びわこ地球市民の森

左上 せせらぎ水路

右上 園路・花壇

左 大型遊具
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◆ (３)評価指標の目標値の実現状況
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■Ｒ７年度の目標６７万人に対して、Ｒ６年度６９万人となり、目標を達成

万人

44.7

69.0万人

51.8 53.5

63.9



（１）事業の進捗状況
実施事業の２事業とも完了。

（２）事業効果の発現状況
２事業とも、にぎわいと活力の創出につながっていることが
確認できた。

（３）評価指標の目標値の実現状況
目標となる公園利用者数が達成されていることが確認できた。

（４）主要な事業に関する事項
要綱の要件に該当する事業がないことから、対象外とした。

◆まとめ
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●引き続き、にぎわいと活力あふれる県営都市公園を目

指し、官民連携の取組を進めていく。

◆今後の方針(案)
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